
2020/2/27

1  8:50- 9:40

2  9:55-10:45

3 11:00-11:50

4 12:05-12:55

1  8:50- 9:40 理科 理科 理科

2  9:55-10:45 地理 幾何 古典

3 11:00-11:50 保健体育30分 保健体育30分 保健体育30分

4 12:05-12:55

1  8:50- 9:40 英語R 英語LW 英語LW

2  9:55-10:45 代数 代数 数学
70分

3 11:00-11:50 技術家庭 家庭
30分

4 12:05-12:55

1  8:50- 9:40 国語 国語 現代文

2  9:55-10:45 英語LW 英語R 英語R

3 11:00-11:50 歴史 社会 社会

4 12:05-12:55 幾何

※部活動停止 2月26日(水)～3月7日(土)

※職員室入室禁止2月26日(水)～3月7日(土)　※試験最終日も終日職員室入室禁止。

3月4日（水）

令和元年度　学年末考査時間割

日付 時限 時間 中学1年 中学2年 中学3年

※当初3/4(水)に予定されていた中学部の試験科目は，3/7(土)に移動しました．

3月7日（土）

3月5日（木）

3月6日（金)



中学1 年生 学年末考査 考査範囲（休校に伴う修正） 

・休校により、学年末考査の範囲に変更が入りました。 

・黒塗り白字に反転している部分が修正された場所です。今までの学習の成果を発揮でき

るように、しっかり準備して置いて下さい。 
 

教科（科目） 試 験 内 容 

国語 
・古典「枕草子」、説明文「生物が記録する科学」、詩歌「新しい短歌のために」で学

習した内容に基づいて出題します。  

・漢字検定３級第 1 回～３級第６回を範囲として出題します。 

・言葉のきまり「単語の分類」で学習したことを出題します。 

※実力問題は小説・物語の分野からの出題となります。   

代数 
『1 次関数（「1 次関数とそのグラフ」、「1 次関数と方程式」、「1 次関数の利用」）』、 

『式の計算』を中心に出題します。 

※授業進度によって変更が生じる場合には、授業時に連絡をします。 

幾何 
『三角形と四角形』を中心に出題します。 

ただし、「平行線と面積」、「三角形の辺と角の代償」は範囲から除きます。 

英語 R 
R は４技能の Reading に関して出題します。 

[ 文法 ] 5STAGE BOOK2 Unit07 助動詞まで 

[ 単語 ] DataBase4500 の p14~59 まで 

※なお，5STAGE の既習分野の単語については覚えているものとして出題します 

[ 読解 ] 長文問題，会話文問題など（学力テストの形式） 

英語 LW 
LW は４技能の Listening と Writing の２技能に関して出題します。 

[ L要素] 

 Food and Health / Places (Cities)  

 Explanation of daily routine and places (習慣や場所について説明) 

 リスニング問題は英検３～５級、YLE レベルより出題 

[ W要素] 

R と同じ範囲で，並び替え・和文英訳・英作文を出題（学力テストの形式） 

※Speaking テストは中止となります。 

社会 
＜歴史分野＞・古代までの日本（全て） 

・中世の日本（全て） 

・近世の日本（ヨーロッパ人との出会いと全国統一・江戸幕府の成立と鎖国） 

＜地理分野＞・世界の地域構成、世界の人々の生活と環境、東アジア、 

東南アジア・南アジア・西アジア、ヨーロッパ、※ロシア、アフリカは除く 

理科 
＜化学分野＞『物質の状態変化』を中心とする既習事項 

＜地学分野＞『地球と地震・火山』『大地の変化』を中心とする既習事項 

＜生物分野＞『動物の世界』を中心とする既習事項（プリント７８まで） 

技術家庭 
＜技術分野＞ 総合問題５０題（Word・Excel・PowerPoint・情報モラル） 

＜家庭分野＞ B 食生活と自立（p60～91．P94～103） 

保健 
教科書 保健編３章４～６（p70～71） 体育編２章（p94～99） 



 

    

令和元年度 中学１年 学習の取り組み方 

取り組み方など 

【国語】 

Ａ 必ず目を通しておく資料 

 ① 教科書  Ｐ３２～Ｐ３３「枕草子」  

                 ・本文の音読、現代語、旧仮名遣いの確認。 

         ・現代とは意味の違う単語を覚える。 

            Ｐ４２～Ｐ４９「生物が記録する科学」 

                 ・漢字、語句の練習。 

         ・段落ごとの内容の確認。 

        Ｐ６４～Ｐ６８「新しい短歌のために」「短歌を味わう」 

                 ・教科書本文の確認。 

         ・表現技法の確認。 

        Ｐ２３９「単語の分類」 

         ・分類の仕方、品詞名などを覚える。  

 ② 国語便覧 Ｐ１８８～Ｐ１９７「近代短歌の知識」 

         ・表現技法と教科書に載っている歌人の作品 

Ｂ  必ず演習に取り組んでおく資料 

 ① 必修テキスト           

               Ｐ１６～Ｐ２２「枕草子」 

        Ｐ２４～Ｐ３２「生物が記録する科学」 

               Ｐ３７～Ｐ４４「新しい短歌のために・短歌を味わう」 

  ② 常用漢字ワイドアルファ 

               Ｐ７８～Ｐ８９「３級第１回～第６回」 

【代数・幾何】 

① 教科書やノートを見て、語句の意味や公式、基本問題の解き方をしっかり覚える 

② 教科書の問題や問題集（余力があれば新中学問題集の問題も）をくり返し解く 

  ※必ず大問ごとに丸付けをし、間違えた問題があればなぜ間違えたのかを確認して同じ間違

いをしないようにしましょう。 

・ブルー・グリーンクラスの生徒は教科書の問題、体系問題集の Level Ａの問題を重点的に練

習してください。 

・オレンジクラス、ＳＡコースの生徒は教科書の演習問題、体系問題集の Level B、新中学問

題集の章末問題にも積極的に取り組んでください。 

【英語 R】 

『5Stage Book2』 

ｐ４～７１の問題に取り組んでおきましょう。 

・Green と Blue クラスの生徒は，各 Unit の 1st Stage と 2nd Stage の問題を繰り返し練習しま

しょう。ただし，答えを暗記するだけでは役に立ちません。問題と解答との間の理由づけをし

ましょう。 

・Orange クラスと SA コースの生徒は，3rd Stage と 4th Stage に合わせて，まとめの問題と徹



   

※課題として回収はしません。体調に十分留意しながら取り組んで下さい。 

※もし、手元に教材が無い場合は、学校に取りに行くことができませんので、それ以外

の教材を取り組むようにして下さい。 

底反復問題（ｐ３８～３９，ｐ６８～７１）にも取り組んでおきましょう。 

・前回の後期中間考査の問題も解き直しておくとよいでしょう。 

『DataBase4500』 

 ｐ１４～５９の単語の赤文字を覚えましょう。 

・高得点を目指すためには，筆記も必要です。筆記は日本語⇒英語の形式で出題しますので，英

語のスペルが正確に書けるよう練習しておきましょう。 

【英語 LW】 

《Listening》 

『UNLOCK Basic』Unit6-7 の復習をしておきましょう。 

《Writing》 

・配布したプリント「ノーブル英語賞への道」をよく復習しておきましょう。 

・『5Stage Book2』の「次の日本語を英語に直しなさい」の問題を繰り返し練習しましょう。 

・前回の後期中間考査の問題も解き直しておくとよいでしょう。 

【理科】 

○授業プリント（56～78）の問題解き直し 

○問題集「中学の地学」P.4～45  「中学の化学」P.36～53 

    「中学の生物」P.6～71  P.94～107（骨格・筋肉を除く）    

※地学・化学・生物分野の既習内容がすべて範囲ですので、上記を学習の主とし、 

教科書等も活用しながら、それ以外の復習にも取り組むこと。 

【社会】 

＜歴史＞ 

①『徹底演習テキスト』を、繰り返し演習すること。 

 ・【最優先】鉄砲伝来～「鎖国」のところを重点的に取り組む。 

 ・鉄砲伝来以前の範囲についても、重要語句を中心にまんべんなく復習する。 

②今回の試験範囲はかなり長くなります。鉄砲伝来～「鎖国」のところの復習にメドがついた後、

教科書・ノートも活用して全ての範囲について復習すること。応用・発展問題では、「並び替

え問題」なども出題されます。 

 ・全体の歴史の大きな流れを確認すること。 

 ・時代ごとに特徴や重要語句・人物を整理すること。 

 ・教科書にゴシック体（太字）で出てくる重要語句を、漢字で正確に書けるように何度も練習

すること。 

＜地理＞ 

・試験範囲は、事前に連絡があったものから「ロシア」「アフリカ」を除きます。 

・新たに試験範囲に含む分野は「ヨーロッパ」になりますので、基本内容も重要視します。その

他、4 月からの学んだ内容については応用問題に重点を置きます。なかでも、「地形」「気候」は

地理の要になる分野のため、これまでの試験問題やプリント内容をよく復習してください。また、

どの分野も「地図」を確認しながら授業で扱った基本内容を定着させた上で、徹底演習テキスト

等の問題演習に取り組んでください。 


